
　冬期間休業していた道の駅こどまり「ポントマリ」が、４月24日㈯にオープンしました。

　オープンの９時には、すでにたくさんの利用客が訪れ、オープンを今かと待ちわびていました。

　10時からはあら汁の無料サービス、11時からは真鯛やメバルなどの

競り市や、恒例のヤリイカ釣り、今が旬の生わかめ詰め放題など、

たくさんの企画で盛り上げ、人々の活気でにぎわっていました。

　道の駅こどまりは、竜泊ラインが閉鎖される

11月中旬頃まで営業しています。

　冬期間休業していた道の駅こどまり「ポントマリ」が、４月24日㈯にオープンしました。　冬期間休業していた道の駅こどまり「ポントマリ」が、４月24日㈯にオープンしました。

観光シーズン到来 道の駅オープン

お知らせ

特 集

まちの
話　題

地域包括支援センターを知っていますか？

小泊地域から合併後初の100歳

小泊診療所に新たに岩間先生

町モニターツアー、 こどまり春物語ツアー 開催

平成23年度採用職員募集

中里地域公民館教室受講生募集

狂犬病予防接種日程
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権利を守ること

介護や健康のこと

生 活 の 相 談

ケアマネージャー支援

たとえば、

虐待の発見・防止など、地域に
暮らす皆さんの権利を守るお手
伝いをします。

介護予防が必要な人に
は、その人にあった介
護予防計画を一緒に考
え、支援します。

介護制度・福祉制度などだ
けでなく、生活のさまざま
な場面の相談や悩みを聞き、
一緒に解決を図る支援を行
います。

みなさんを支える地域のケアマネー
ジャーを支援します。

「地域包括支援センター」は

これらの相談を受け付ける総合窓口です

このような相談に

地域包括支援センターはこんな所です

なんでも相談できます
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センター を知っていますか？

～センターは地域の相談窓口です～
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・
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・近所の一人暮らしの高齢者が心配
・高齢者の交流の場を教えてほしい
・健康を維持したい
・近所の人が虐待を受けているみたい

・介護サービス事業者に不満がある
・老人ホームに入所するのはどうしたら…
・体調が悪く、不便なことが増えた
・訪問販売で高い買い物をしてしまった

地域包括支援センターの職員が対応し、 解決のお手伝いをします

※ 保健師・主任介護支援専門員・社会福祉士など専門のスタッフが
相談内容に応じて対応します

※これらは、一例です

相談内容に応じた各専門機関への問い合わせ
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お知らせ

�
要
介
護
認
定
�
の
申
請

どなたでも相談できます。

福祉・医療・介護などの相談を中心に、さまざまな相談ができますので、お気軽にご相談ください。

　　　　　　　介護用品の紙パンツ（６パック）・尿取りパット各種（７パ
ック）、シャワーチェアー（１台）の寄附がありました。必要とされている
町民の方に差し上げたいと思います。大きさ、数に限りがありますので、
希望される方は包括支援センターまでお問合せください。
　■お問合せ期間　　５月17日㈪ ～ ５月21日㈮
　※なお、先着順で受付し、なくなり次第終了させていただきます。

悩みごと、疑問を１人で

抱え込んでいませんか？

相談はこちらへどうぞ

中泊町地域包括支援センター
（町体育センター内）

☎ ５７-３６０１

こどまり事務所（小泊保健センター内）

☎ ６４-２００３

相 談 は 無 料 で す

個人情報は守ります

※「地域包括支援センター」が、要介護認定申請を代行することもできます。
　介護保険制度の内容も、センターへお問合せいただければ、くわしく説明いたします。

要介護１～５認定

要支援１ ・ ２認定

非　該　当
通所型介護予防事業（特定高
齢者対象）、寝たきり防止事
業など

訪問介護、デイサービス、訪
問入浴、施設サービス、福祉
用具レンタル・購入など

訪問介護、デイサービス、訪
問入浴、施設サービス、福祉
用具レンタル・購入など

介護サービス利用の流れ 介護保険サービスを利用するには、要介護認定の申請が必要です

どんな人が相談できるの？

地域包括支援センタースタッフから
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中泊町職員採用試験を次のとおり実施します。

１ 職種・採用予定人員

　　　　　　　　　注１：採用予定人員については、退職者の状況等によって変更になる場合があります。

２ 受験資格

　　　ただし、次の各項のいずれかに該当する人は受験できません。
　　　　ア　日本の国籍を有しない者
　　　　イ　成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）
　　　　ウ　禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの者
　　　　エ　中泊町職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者
　　　　オ　 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張す

る政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した者

３ 試験の方法・試験日・試験場
　⑴　第１次試験

　　　平成22年７月25日㈰　受付時間　午前９時00分から午前９時50分まで

　⑵　第２次試験

　　　平成22年９月26日㈰　受付時間　午前８時20分から午前８時50分まで

　　　　　　注１：日時及び会場は都合により変更になる場合があります。
　　　　　　注２：身体検査については、医療機関等で受診した健康診断書の提出を求め、書面による審査を行います。

４ 合格者の発表
　　　合格発表は次のとおり行います。

　　　　　　また、中泊町のホームページでも合格者の受験番号を掲載します。

職　種 採用予定人員 主　な　業　務　内　容

上級行政職 ３名程度 財政、企画等行政全般の幅広い業務に従事します。

昭和57年４月２日以降に生まれた者で、大学の卒業者または平成23年３月末日までに大学卒業見込の者

試　　験　　の　　方　　法 試　験　場

① 筆記試験（教養、専門）
　　公務員として必要な大学卒業程度の一般教養及び知能についての試験
② 適正検査

青森市内

試　　験　　の　　方　　法 試　験　場

第１次試験合格者に対し
　　① 論文試験　　　② 個別面接試験　　　③ 身体検査

中泊町役場（予定）

区　分 日　　時 方　　　法 内　　　　容

第１次試験 ８月下旬
・中泊町役場本庁舎前掲示板
・小泊支所前掲示板
・郵送による通知

第１次試験受験者（全員）に合否の通
知を郵送します。※状況により発表
日が前後する場合があります。

第２次試験
（最終）

10月中旬
・中泊町役場本庁舎前掲示板
・小泊支所前掲示板
・郵送による通知

第２次試験受験者（全員）に合否の通
知を郵送します。※状況により発表
日が前後する場合があります。

平成22年度 中泊町職員採用試験実施について（試験案内）
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５　個人情報の開示について
　　 　この試験の結果については、中泊町個人情報保護条例第24条第１項の規定に基づき、次のとおり口頭で開示を請

求することができます。開示を希望する場合には、受験者本人が運転免許証、旅券または健康保険の被保険者証を必
ず持参のうえ、直接開示場所へおいでください。なお、電話等による請求では開示できません。

　　　　 　開示請求ができる期間は、第１次試験及び第２次試験の合格発表日から１か月間で、後は請求できません。

６ 給　与　等
　　 　採用された職員の初任給は、経験等によって異なりますが、おおむね一般行政（上級採用）は172,200円程度です。
（平成22年４月１日現在）

　　 　なお、このほかに期末・勤勉手当等（いわゆるボーナス）や、状況により扶養手当、通勤手当等が支給されます。

７ 勤務時間・休暇
　　 　勤務時間は原則として午前８時15分から午後５時00分まで（休憩時間は正午から午後１時）です。休暇制度には、

年次有給休暇があり、年次で20日（４月１日採用の場合、採用の年は15日）付与されます。使用しなかった日数は、
翌年次に20日を限度として繰り越すことができます。

　　　このほか、特別休暇（結婚、出産、服忌、夏季等）、育児休業制度、介護休暇制度などがあります。

８ 受験申込書の入手方法
　　　⑴ 配布場所で入手する場合……中泊町役場総務課及び小泊支所で配布します。
　　　⑵  ホームページからダウンロードする場合…中泊町ホームページ（http://www.town.nakadomari.lg.jp）からダウ

ンロードできます。
　　　　 （注） 必ずＡ４の白い用紙に印刷し、ご利用ください。

９ 受験手続

10 受験申込書記入上の注意
　　⑴ 記載事項に不正があると採用される資格を失うことがあります。
　　⑵ 記載はすべて青か黒インク（ボールペンも可）を用いてください。
　　⑶ 学歴の欄は、中学校以上からそれぞれ記入してください。
　　⑷ 受験番号欄は記入しないでください。

11 受験心得
　　⑴ 当日は、必ず受験票を携行して定められた時間までに試験会場においでください。遅刻者は受験できません。
　　⑵ ＨＢの鉛筆及び消しゴムを必ず持参してください。シャープペンシルは使用できません。
　　⑶ 試験は午後２時頃終了予定ですので、昼食を持参してください。
　　⑷ ゴミは必ずお持ち帰りください。

12 そ の 他
　　　受験に際して取得した個人情報は、採用試験及び任命権者が行う採用事務以外には使用しません。

提 出 書 類

①  受験申込書……所定の申込書に必要事項を記入し、カラー顔写真（３か月以内に撮影
したもの、縦４㎝×横３㎝）を貼ること。

② 受験票返送用の返信封筒（長型３号の定型封筒）
　 80円切手を貼り、受験される方のあて名等を必ず記入してください。
③ カラー顔写真（縦４㎝×横３㎝）…２枚（裏に氏名を記入してください）

受 付 期 間 ５月17日㈪～６月10日㈭【当日必着】

申 

込 

方 

法

直接持参
する場合

受験申込書に必要事項を記入し、必ず顔写真を貼り、住所、氏名を記入して中泊町役場
総務課庶務係に提出してください。

郵送する
場　　合

配達記録郵便など確実な方法で郵送してください。封筒の表面に「受験申込書在中」と
赤字で書き、裏面に受験者の住所・氏名を必ず記入すること。

郵 送 先 〒037－0392　中泊町役場　総務課庶務係
　※郵便番号と中泊町役場総務課庶務係名のみで届きます。

受験票の交付 受験票は、受験会場を明記して郵送しますが、６月30日㈬までに届かない場合は、早
急に総務課庶務係（☎ 0173－57－2111）までご連絡ください。

【担当　総務課庶務係　内線115】

開示請求できる者 開　　示　　内　　容 開 示 場 所 

第１次試験の不合格者 第１次試験の得点
中泊町役場総務課

第２次試験の不合格者 第２次試験の得点
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東栄建設株式会社
安全と技術と伝統を大切にする‼

希望される方は、お気軽に最寄りのハローワークまたは右の連絡先へ!

土　　木
建設工事作業員募集

●青森募集事務所 〒037-0305 青森県北津軽郡中泊町大字中里字亀山500
　　　　　　　　　　TEL 0173-57-3215　　携帯
　　　　　　　　　　FAX 0173-69-2417　　090-3503-7301

所長　平 間 康 元

業　種 土　　　木 型 枠 大 工 鉄　筋　工 重 機 オ ペ
（クローラークレーン・ラフテレーンクレーン）

と　び　工

定　額 11,000～16,000円 13,000～19,000円 13,000～18,000円 13,000～18,000円 13,000～18,000円

月　額
（23日稼働の場合） 253,000～368,000円 299,000～437,000円 299,000～414,000円 299,000～414,000円 299,000～414,000円
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。
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わ
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。

　３月27日㈯、町のモニターツアーが町内各地で行われました。
　町水産観光課の主催で行われたこのツアーは、新幹線開業で増加が見
込まれる観光客の受入態勢の点検や、交流人口のアップを目指したもの
で、34人の参加がありました。
　一行がまず向かったのは、平成20年にオープンした「徐福の里物産
品直売所」。町内産の材料をふんだんに使った「タケ弁当」の昼食に舌
鼓を打ちながら、買い物を楽しみました。
　次は、小説『津軽』の像記念館に到着。像の前で記念撮影に臨んだ後、
館内で太宰治と越野タケに関する貴重な資料を、歴史を語る会会長の柳
澤良知さんの解説つきで見ました。

　最後は、平成21年に新たに
オープンした「金多豆蔵人形
劇場」での劇鑑賞。もう町で
はおなじみとなったこの劇で
すが、相変わらず大爆笑の劇で、
終始笑いに包まれていました。
　最後に笑いで締めた34人は、
駅からストーブ列車で帰路に
つきました。

東北新幹線全線開業に向けて

町モニターツアー開催町モニターツアー開催

さわやかな春の魅力を存分に

こどまり春物語ツアー
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町
に
新
た
な
１
０
０
歳
長
寿
者
が

誕
生
し
ま
し
た
。
３
月
30
日
㈫
に
五

所
川
原
市
相
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
い
こ
い
の
里
」
で
、
こ
の
日
１
０

０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
佐
藤
キ
サ

さ
ん
に
、
国
・
県
・
町
か
ら
１
０
０

歳
を
祝
う
顕
彰
状
と
祝
い
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
明
治
43
年
に
旧
小
泊

村
に
生
ま
れ
、
子
ど
も
７
人
、
孫
15

人
、
ひ
孫
18
人
が
合
わ
せ
て
40
人
も

い
ま
す
。
し
か
も
、
子
ど
も
７
人
は
、

す
べ
て
健
在
と
い
い
ま
す
。

　

顕
彰
状
を
渡
し
た
町
長
は
「
見
る

と
本
当
に
若
く
て
元
気
。
ま
だ
ま
だ

大
丈
夫
だ
。
さ
ら
に
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
１
０
０
歳
と
は
思
え

な
い
元
気
な
様
子
に
と
て
も
驚
い
て
い

ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
ご
飯
を
食
べ
る
の

が
大
好
き
で
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
童
謡
な
ど

を
歌
う
の
が
大
好
き
と
い
い
ま
す
。

長
寿
の
秘
訣
を
聞
く
と
「
多
く
考
え

な
い
。
き
ち
ん
と
３
食
を
食
べ
る
」

こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

４
月
22
日
㈭
、
内
潟
療
護
園
で
青

森
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
慰
問
演
奏

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
奏
会
は
、
警
察
音
楽
隊
の

施
設
を
慰
問
し
た
い
と
い
う
呼
び
か

け
に
同
園
が
応
じ
た
も
の
で
、
一
度

は
設
備
の
改
修
と
重
な
り
中
止
さ
れ

た
演
奏
会
で
し
た
が
、
今
回
音
楽
隊

の
再
度
の
呼
び
か
け
に
、
同
園
も
喜

ん
で
演
奏
会
の
開
催
を
申
し
入
れ
ま

し
た
。

　

演
奏
を
聴
い
た
の
は
、
同
園
・
第

２
う
ち
が
た
の
入
所
者
や
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
・
通
所
療
護
の
利
用
者
な
ど

約
60
人
で
、
華
麗
な
演
奏
・
演
技
に
、

静
か
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

演
奏
さ
れ
た
の
は
、
日
本
の
情
景

を
感
じ
さ
せ
る
童
謡
や
、
行
進
曲
、

演
歌
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
目

で
、
演
奏
が
終
わ
る
た
び
に
た
く
さ

ん
の
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
演
奏
中
に
行
わ
れ
た
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
の
演
技
も
演
奏
に
華
を
添

え
、
最
後
の
曲
が
終
わ
る
と
、
わ
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
と
名
残
惜
し
む
声

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
所
者
の
男
性
は
「
生
演
奏
を
聴

い
た
の
は
久
し
ぶ
り
だ
が
、
す
ご
く

よ
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
県

警
察
の
信
頼
感
に
つ
な
が
る
と
思

う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　小泊地域の医療拠点「小泊診療所」
に、米田先生に代わって新たな先生が
赴任しました。先生の名は、岩間正浩

（いわままさひろ）さん。自治医科大学
出身で、現在29歳の若い医師です。３月31日㈬には、
町長室であいさつをすませ、早速４月から病院内での
診察のほか、往診も行って精力的に仕事をこなされて
います。
　そんな先生に、お話をうかがってみました。

　　　 小泊の印象はどうですか？
　私は八戸生まれなので海は身近にあったのですが、

小泊に来てみての第一印象は、とにかく海がきれい

だなと思いました。往診の途中で見た海岸線と海に

浮かぶ岩木山が特にきれいで、非常に好印象を持っ

ています。

　　　 人の印象は？
　みんな明るいですね！若い人もそうですが、高齢

のおじいちゃん、おばあちゃんまで、みんな元気で

す。こっちも明るくなります。

　　　 新たな職場には馴染めましたか？
　看護師さんにはいろいろ助けてもらっています。

それに、町の人と同じで明るいんですよ。おかげで、

楽しく働かせてもらっています。

　　　 最後に抱負をひと言。
　小泊地域には医療機関がここだけです。そういう

こともあるので、隣の高齢者生活福祉センターや、

新たにオープンする２階のグループホームなど、い

ろいろな機関と連携をとって、医療体制の充実を図

りたいと考えています。

小泊診療所に

新しい先生がやってきました
小
泊
地
域
か
ら
初
の
１
０
０
歳
顕
彰
者

上
寿
�
祝
� 

家
族
�
�
�
�

佐
藤
キ
サ
さ
ん

内
潟
療
護
園
で

　
警
察
音
楽
隊
が

音
楽
会

平成22年（2010年）５月広報　なかどまり[ 7 ]



縁の下の人

　４月12日㈪に、中里クラブ監督の近村勝男さん
と同クラブ所属の村上莉羽さん（中里小５年）が町長
室を訪れ、卓球大会での活躍を報告しました。
　今回報告されたのは、全国ホープス選抜卓球大会
優秀チーム選出と、東アジアホープス卓球交流合宿
日本代表選手選考会青森県予選会での優勝です。
　村上さんは、予選会での優勝に「プレッシャーが
すごかったが、がんばった甲斐があった。うれしい」
といっていました。特に、この東アジアホープス卓
球大会で全国上位12人に入ると、アジア大会への
切符が得られるため、村上さんは張り切っていまし
た。
　監督の近村さんも「アジア目指してがんばってほ
しい」と、村上さんの活躍を期待していました。

　「春の交通安全運動」期間中の４月13日㈫、薄市

川にかかる橋の交差点で、朝早くから街頭監視にあ

たっていた松江さん。ボランティアでこのような活

動を続けるのは「地域の安全のため」といいます。

　「交通指導隊に入ったきっかけは、叔父さんが入

隊していたからというのもあり、そのまま活動を引

き継ごうと入隊した。この活動に参加しているせい

か、普段から交通

安全に気を遣うよ

うになった」

　年間で20日間以

上もこの活動に参

加している松江さ

んは、このほか夜

回りなどにも参加

し、地域の安全確

保に貢献していま

す。

　

今
年
度
も
、
交
通
安
全
を
願
っ
て

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
ほ
っ
と
け

ー
き
」（
代
表　

成
田
い
ね
子
さ
ん
）

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
黄
色
い
交
通
安

全
旗
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

安
全
旗
を
贈
ら

れ
た
の
は
、
下
前

地
区
か
ら
通
う
小

泊
小
学
校
新
１
年

生　

柏
崎
帆
乃
佳

ち
ゃ
ん
。
小
学
校

の
入
学
式
で
代
表

の
成
田
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
っ
と
け
ー
き
の
皆
さ
ん
は
、
小

泊
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
活
発
な

団
体
で
、
安
全
旗
は
、
下
前
地
区
ス

ク
ー
ル
バ
ス
発
着
地
点
近
く
の
横
断

歩
道
を
、
安
全
に
渡
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

ほ
っ
と
け
ー
き
の
皆
さ
ん
は
「
こ

の
旗
が
安
全
を
見
守
り
、
事
故
な
く

元
気
に
学
校
へ
通
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

４
月
24
日
㈯
、
小
泊
地
域
の
海
岸

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
１
５
０
人
余

り
の
人
が
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活

動
は
、
地
域
に

対
す
る
奉
仕
活

動
の
一
環
で
行

わ
れ
た
も
の
で
、

建
設
会
社
数
社

を
中
心
に
、
朝

早
く
か
ら
ご
み

拾
い
な
ど
の
清

掃
奉
仕
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

５
か
所
の
海
岸
と
、
沿
道
の
道
路

を
清
掃
し
ま
し
た
が
、
特
に
海
岸
に

は
打
ち
寄
せ
ら
れ
た
ご
み
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
本
当
に
大
変
な
作
業
で
し

た
。

　

し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
人
の
協
力

も
あ
り
昼
前
に
は
作
業
を
終
了
。
昼

食
時
に
は
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
て
い
ま
し
た
。

交通指導隊中里支隊

松江唯四郎さん（66）

読み聞かせ
サークル

ほっとけーき

児
童
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

交
通
安
全
旗
�
寄
贈

観
光
�
�
�
�
到
来
�
備
�
�

小
泊
地
域
海
岸

清
掃
奉
仕

日本代表入りを目指す！

中里クラブ近村氏、村上さん

大会優勝報告
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町
で
は
、
心
身
障
害
の
程
度
が
一

定
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
軽
自
動

車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
減
免
を
受
け
る
方
は
、
毎
年
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
の
期
限
は
、
納
期
限
の
７
日

前
ま
で
で
す
。
今
年
は
、
５
月
24
日

㈪
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
の
際
に
は
次
の
も
の
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

① 

手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

で
、
通
院
医
療
費
の
公
費
負
担
番

号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限

り
ま
す
）

②
車
検
証（
写
し
可
）

③ 

運
転
免
許
証（
減
免
を
受
け
る
車

両
を
運
転
す
る
方
の
免
許
証
）

④
印
鑑（
認
印
可
）

⑤ 

本
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
・
領
収
書
兼
納
税
証
明
書

※ 

減
免
で
き
る
の
は
障
害
者
１
人
に

対
し
１
台
で
す
。
ま
た
、
普
通
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

の
重
複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

そ
の
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
身
体
障
害

者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
軽
自
動
車
等
を
対
象
と

し
た
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。

申
請
先
…
役
場
税
務
課
・
小
泊
支
所

【
担
当　
税
務
課
課
税
係

（
内
線
１
１
４
、
１
１
５
）】

地域 月日 実　施　場　所 実　施　時　間

小 

泊 

地 

域

５
月
13
日
㈭

小 泊 保 健 セ ン タ ー 前 10：00～10：25

新町１　久保田敏則宅前 10：30～10：45

上 町 　 角 田 石 油 店 横 10：50～11：05

入舟基幹集落センター前 11：10～11：25

折 戸 　 赤 石 豊 宅 前 11：30～11：40

14
日
㈮

下 前 児 童 公 園 前 10：00～10：30

下 前 漁 協 前 10：35～11：00

小 泊 支 所 前 11：10～11：50

中　
　
　

里　
　
　

地　
　
　

域

６
月
６
日
㈰

中 泊 町 役 場 前 ８：30～８：45

中泊町中央公民館駐車場 ８：50～９：00

中 里 団 地 公 園 前 ９：05～９：15

大 沢 内 駅 前 ９：20～９：30

豊 島 バ ス 停 前 ９：35～９：45

芦 野 福 寿 荘 前 ９：50～10：00

田 茂 木 元 集 会 所 前 10：05～10：15

元 武 田 出 張 所 前 10：20～10：30

福 浦 鶴 寿 荘 前 10：35～10：45

尾 別 老 人 憩 の 家 前 10：50～11：00

グループホームやすらぎの里前 11：05～11：15

下 高 根 集 会 所 前 11：20～11：30

元 内 潟 出 張 所 前 11：35～11：45

今 泉 泉 寿 荘 前 11：50～12：00

６
月
７
日
㈪

五 林 成 田 商 店 前 ９：00～９：10

宮 川 稲 荷 神 社 前 ９：15～９：25

中泊町中央公民館駐車場 ９：30～９：45

中 里 団 地 公 園 前 ９：50～10：00

宮野沢三上芳雄宅前路上 10：05～10：15

宮 野 沢 研 修 セ ン タ ー前 10：20～10：30

深 郷 田 深 寿 荘 前 10：35～10：45

八 幡 中 里 電 業 前 10：50～11：00

元 大 沢 内 小 学 校 11：05～11：15

大 沢 内 駅 前 11：20～11：30

福 浦 鶴 寿 荘 前 11：35～11：45

元 竹 田 協 和 分 校 前 12：40～12：50

元 長 泥 小 学 校 前 12：55～13：05

田 茂 木 お お や な ぎ 前 13：10～13：20

田 茂 木 元 集 会 所 前 13：25～13：35

芦 野 屯 所 前 13：40～13：50

芦 野 福 寿 荘 前 13：55～14：05

豊 岡 和 栄 会 館 前 14：10～14：20

元 武 田 出 張 所 前 14：25～14：35

豊 島 バ ス 停 前 14：40～14：50

豊 島 婦 人 の 家 前 14：55～15：05

６
月
８
日
㈫

中 泊 町 役 場 前 ９：00～９：10

尾 別 長 利 建 材 店 前 ９：15～９：25

尾 別 老 人 憩 の 家 前 ９：30～９：40

グループホームやすらぎの里前 ９：45～９：55

上 高 根 高 寿 荘 前 10：00～10：10

若 宮 福 祉 会 館 前 10：20～10：30

中 里 高 校 正 門 前 10：35～10：45

元 内 潟 出 張 所 前 10：50～11：00

内 潟 駐 在 所 北 側 11：05～11：15

昆 布 掛 バ ス 停 前 11：20～11：30

今 泉 泉 寿 荘 前 11：35～11：45

旧 道 今 泉 川 橋 北 側 11：50～12：00

※詳細は環境整備課（内線235）、小泊支所（☎64-2111）まで

　次のとおり、犬の登録と狂犬病予防注射（１回目）を実施

しますので、まだ登録及び注射をしていない犬の飼い主の

方は、都合のよい場所で受けるようにしてください。

　すでに犬の登録をしていても、まだ狂犬病予防注射を受

けていない場合には別途、ハガキで通知します。

　○登録料（新規）１頭につき3,000円（一生に一度限り）

　○注 射 料　　１頭につき3,000円（年１回接種）

日程…小泊地域 ５月13日㈭～５月14日㈮の２日間

　　　中里地域 ６月６日㈰～６月８日㈫の３日間

・日　時…６月22日～24日（３日間）

　　　　　　　 午前９時～午後５時

・場　所…学科　㈳西北労働基準協会２階大ホール

　　　　　実技　斎勝建設㈱　構内

・受講資格…満18歳以上の方（女性の方歓迎します）

・締　切… ６月17日か定員50名に達し次第、締め切

ります

・日　時…６月１日～３日（３日間）

　　　　　　　 午前９時～午後５時

・場　所…学科　㈳西北労働基準協会２階大ホール

　　　　　実技　斎勝建設㈱　構内

・受講資格…満18歳以上の方（女性の方歓迎します）

・締　切… ５月25日か定員40名に達し次第、締め切

ります。

■お申込み・お問合せ
　　　㈳西北労働基準協会　☎ （35） 6336 まで

軽
自
動
車
税
の

減
免
に
つ
い
て

平成22年度 犬の登録と狂犬病予防注射

※
都
合
の
よ
い
場
所
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

玉掛け技能講習会

小型移動式クレーン運転技能講習会

中泊町役場 ☎ 57－2111
小　泊　支　所 ☎ 64－2111

役　場
からの
お知らせ

平成22年（2010年）５月広報　なかどまり[ 9 ]



図書館情報

心配ごと相談 中泊町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

５月26日　横　山　光　枝、塚　本　初　子

６月９日　成　田　　　寛、三　橋　里　美

５月19日　藪田 由比子

　　　　　長内 ヱツ子

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～午後２時

相談場所 すくすくしたまえ館
相談時間 午前９時～午後２時

なんでも行政相談
日　時…５月19日㈬ 午前９時～午後２時

　　　　　（毎月第３水曜日）

場　所…役場相談室　

行政相談員…秋 元 武 弘、藪田 由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・
要望について、住民と関係行政機関との間に立
って、公正・中立な立場から必要なあっせんを
行い、その解決や実現の促進を図ります。

　町が使用する封筒に掲載する広告を募集します。

●封筒のサイズ
　　縦235㎜×横120㎜（定形長３）

●広告のサイズ・位置・色
　　縦50㎜×横100㎜で裏面に３枠、１色刷（黒）

●使用期間…… 平成22年7月以降、町郵便物の郵送

等に使用します

●作成枚数……20,000枚

●最低募集単価…１枚あたり2.0円

●提出書類
　　①広告掲載申込書

　　② 広告の原稿案（デザイン等は広告主が作成し

てください）

●提出期限……５月28日㈮

●提 出 先……役場総務課広報係

●広告の選 定方法…申込単価の高い方から、要綱及

び基準に適合しているか否かの審査を行

い、広告掲載の可否を決定します。

　くわしくは担当までおたずねください。

【担当　総務課広報係　内線162】

劇作家「井上ひさし」・「家庭菜園」
をテーマにした本の展示をします。

『太陽の村』 朱川　湊人　小学館
『ナニカアル』 桐野　夏生　新潮社
『坂本龍馬最期の日』 岳　　真也　創美社
『ボクハ・ココニ・イマス』 梶尾　真治　光文社
『セシルのもくろみ』 唯川　　恵　光文社

　

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

今
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

児
童
手
当
で
は
、
受
給
対
象
が
小

学
校
修
了
ま
で
で
所
得
制
限
も
あ
り

ま
し
た
が
、「
子
ど
も
手
当
」
で
は

中
学
校
修
了
ま
で
に
拡
大
し
、
所
得

制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

「
子
ど
も
手
当
」
に
よ
っ
て
新
た

に
受
給
対
象
と
な
る
方

　

原
則
と
し
て
、
中
学
生
の
子
が
い

る
方
や
、
所
得
制
限
で
児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
申
請

手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
�

役
場
よ
り
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま

す
が
�
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
�
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
�

※ 

今
年
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
お
り
、
か
つ
中
学
生
の
子
が

い
な
い
方
は
、
申
請
は
不
要
で
す
。

公
務
員
の
方
は
、
所
属
事
業
所
で

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

※ 
申
請
が
遅
れ
た
場
合
は
、
本
年
６

月
の
支
給
に
間
に
合
わ
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
本
年
９
月
30
日
ま
で
に

申
請
を
し
な
い
と
、
子
ど
も
手
当

の
受
給
権
を
一
部
失
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
や
わ
か

ら
な
い
こ
と
、
お
問
合
せ
は
福
祉
課

福
祉
係
ま
で
。

〈
内
線
１
２
６
・
１
２
７
〉

　

相
談
内
容
は
、
秘
密
保
持
い
た
し

ま
す
。

〈
一
般
相
談
〉

【
日
時
】
６
月
４
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

【
場
所
】

　

中
里
会
場
…
中
央
公
民
館

　

小
泊
会
場
…
日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー

【
相
談
員
】
青
森
行
政
評
価
事
務
所
、

心
配
ご
と
相
談
員
、
人
権
擁
護
委

員
、
行
政
相
談
員

【
相
談
料
】
無
料

【
お
問
合
せ
先
】

　

中
泊
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

中
里
本
所　

☎（
57
）４
８
４
１

　
　

小
泊
支
所　

☎（
64
）２
９
０
５

　

中
泊
町
心
配
ご
と
相
談
所
で
は
、

次
の
と
お
り
特
設
合
同
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
に
お
け
る
不
安
や
心
配

ご
と
、
ト
ラ
ブ
ル
、
暴
力
、
争
い
な

ど
で
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。５月は、軽自動車税、

固定資産税第１期の納期限です。
忘れずに納めましょう。

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報

封筒掲載広告の募集
「
子
ど
も
手
当
」
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

特
設
合
同
相
談
所

開
設
�
�
知
�
�

平成22年（2010年）５月 広報　なかどまり [ 10 ]



　

５
月
10
日
㈪
か
ら
E
Ｍ
活
性
液
を

希
望
者
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

配
布
場
所

・
中
里
地
域
…
武
田
公
民
館

・
小 

泊
地
域
…
元
小
泊
支
所
裏
車
庫
、

す
く
す
く
し
た
ま
え
館

配
布
時
間
…
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
ま
で

配 

布 

日
…
５
月
10
日

〜
10
月
15
日
ま
で

◇ 

希
望
者
は
、
適
当
な
入
れ
物（
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
担
当 

環
境
整
備
課 

内
線
２
３
５
】

・ 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
と
ジ
ャ
ム

づ
く
り（
７
月
下
旬
）

・ 

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
枝
豆
の
収
穫
と
試

食（
８
月
下
旬
）

・ 

小
泊
の
海
の
幸
を
使
っ
た
料
理
づ

く
り（
９
月
下
旬
）

◇ 

入
学
金
…
１
人
５
０
０
円
ま
た
は

１
家
族
１
、０
０
０
円

◇ 

体
験
料
…
体
験
内
容
に
よ
り
そ
の

都
度
い
た
だ
き
ま
す
。

◇ 
申
込
期
日
…
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す

＊ 

電
話
で
の
受
付
時
間

　

 

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

＊
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

 

中
泊
町
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
会
「
か
け
は
し
」

　

竹
内
カ
ヅ
子 

携
帯

〈
０
９
０（
２
7
9
9
）４
５
６
０
〉

　

佐
藤
イ
ネ
子 

携
帯

〈
０
９
０（
７
０
７
０
）９
６
１
５
〉

　

四
季
を
通
じ
て
、
土
に
触
れ
、
食

す
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

農
家
の
人
た
ち
が
先
生
と
な
っ
て
、

楽
し
く
交
流
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
親
子
や
小
グ
ル

ー
プ
で
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◇
体
験
内
容（
予
定
）

・ 

花
の
手
入
れ
と
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ

ー（
６
月
下
旬
）

 　公立金木病院では、５月より皮
膚科診療日を毎週月曜日から、毎週
火曜日に変更します。お間違えのな
いようお願いいたします。
　なお、受付時間は従来どおり午前
８時30分から11時までです。

教 室 名 内　　　　容 対象者 開講曜日と時間 講　　師

中 

央 

公 

民 

館

ヨ ガ 疲れた体をリフレッシュ、ヨガ
を通して健康増進 一 般 毎週火曜日

19時～
成　田　寿　子
（つがる市）

健康ダンス
（社交ダンス）

健康を保ちダンス技術を習得、
初歩から学べます 一 般 毎週火曜日

10時～
佐 藤 祥 敬
（五所川原市）

英 会 話 町の外国語指導助手が丁寧に指
導、苦手な方も大歓迎 一 般 毎週水曜日

19時～
ジョナサン・リャン
（宮野沢）

パッチワーク 麗しい布たちが織りなす手づく
りアートを楽しみます 一 般 毎週水曜日

19時～
三　上　るみこ
（薄　市）

初級パソコン ワード、エクセルを中心に学習
し、パソコンを楽しみます 一 般 毎週水曜日

19時～
下　山　功　樹
（薄  市）

茶 道
（遠州流）

お茶の初歩と礼儀作法を学びま
す

５歳児童
～ 一 般

毎週木曜日
19時～

加　藤　光　子
（派　立）

エアロビクス 運動不足の皆さんに最適、リズ
ムにのってダンス、ダンス 一 般 毎週木曜日

19時～
会　津　孝　子
（板柳町）

生 け 花
（小原流） 

華道の基礎から学び花を通して
自然と対話する優雅な趣味

小 学 年
～ 一 般

毎週金曜日
19時～

宮　越　優　子
（尾　別）

和 裁 和気あいあいのもとに、着物を
縫いあげます 一 般 毎週金曜日

13時30分～
塚　本　明　枝
（向　町）

太 極 拳 太極拳を楽しみながら初歩から
学びます 一 般 毎週金曜日

19時～
鹿　内　武　次
(弘前市)

武
田
公
民
館

生 け 花
（小原流）

初めての方は初歩から、経験者
の方は次の段階へ進みます 一 般 毎週金曜日

17時～
塚 本 悦 子
（福　浦）

茶 道
（表千家）

お茶の初歩と礼儀作法を学び 
ます　

小学４年
～ 一 般

毎週金曜日
19時～

松　田　喜久代
（豊　島）

着 付 け と
リ フ ォーム

着付は基本から、リフォームは
手芸、編物などを学べます 一 般 毎週火曜日

13時～
坂　本　チヅ子
（富　野）

内　潟
公民館

茶 道
（裏千家）

お茶の初歩と礼儀作法を学びま
す

小学３年
～ 一 般

毎週月曜日
19時～

下 山 笑 子
(五所川原市)

公民館では、生涯学習の一環として、次のとおり各教室を開講する予定です。
受講を希望される方は、５月21日㈮まで中央公民館へお申込みください。（☎57－2341）
＊実施期間……６月中旬頃から10月中旬頃まで15回予定（日程表は、決定次第受講生に送付いたします）
＊募集人数…… 各教室とも15名程度（受講生が８名未満の場合は中止となります。また受講生が15名以上の場合は、

サークル化を推進していきますのでご了承ください。）
＊受 講 料……１教室につき大人2,000円、子ども（高校生以下）1,000円～サークル化した団体を除く
＊サークル化……町からの講師謝金がなくなり、受講生の皆様で講師謝金を負担していただくことになります。

公立金木病院
からのお知らせ

E
M
活
性
液
を

希
望
者
に
無
料
提
供

し
ま
す

�
畑
�
学
校
�

�

食
卓
�
学
校
�

体
験
者
募
集
‼

平成22年度 公民館教室受講生募集‼
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「
個
別
検
診
」
は
、
検
診
を
受
け

た
い
け
ど
、
町
の
検
診
日
程
で
は
都

合
が
悪
い
、
仕
事
の
関
係
で
な
か
な

か
日
程
が
合
わ
な
い
…
と
い
う
方
に

お
す
す
め
で
す
。

　

子
宮
が
ん
の
な
か
で
も
子
宮
頸
が

ん
は
、
わ
が
国
の
女
性
特
有
の
が
ん

の
な
か
で
乳
が
ん
に
次
い
で
発
生
が

高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
若

い
女
性
の
子
宮
頸
が
ん
が
急
増
し
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
た
と
え
子
宮

が
ん
に
か
か
っ
た
と
し
て
も
早
期
発

見
・
早
期
治
療
で
治
す
こ
と
が
可
能

で
す
）

【 

対
象
】
町
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
女
性
の
方
で
、
平
成
22
年

4
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
の
年
齢
が
20
歳
、
22
歳
…
56

歳
、
60
歳
な
ど
偶
数
歳
に
な
る
方

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】

　

安
斎
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

エ
ル
ム
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

公
立
金
木
病
院

【
負
担
金
】

　

20
歳
〜
69
歳
…
１
、３
０
０
円

　

70
歳
〜
74
歳
…
５
０
０
円

　

 （
非
課
税
世
帯
の
方
、
生
活
保
護

受
給
の
方
、
75
歳
以
上
の
方
は
無

料
で
す
）

　

乳
が
ん
も
、
わ
が
国
の
女
性
特
有

の
が
ん
の
な
か
で
最
も
発
症
率
が
高

い
が
ん
で
す
。
乳
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
も
年
々
増
加
し
、
30
歳
か
ら
64
歳

の
年
代
で
は
乳
が
ん
が
死
亡
原
因
の

第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
乳
が
ん

も
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
治
す
こ

と
が
可
能
で
す
）

【 

対
象
】
町
に
住
所
を
有
す
る
40
歳

以
上
の
女
性
の
方
で
、
平
成
22
年

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
の
年
齢
が
40
歳
、
42
歳
…
56

歳
、
62
歳
な
ど
偶
数
歳
に
な
る
方

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】

　

 

公
立
金
木
病
院
外
科
、

　

中
村
整
形
外
科
医
院
乳
腺
外
来

【
負
担
金
】

　

40
歳
〜
59
歳
…
１
、５
０
０
円

　

60
歳
〜
69
歳
…
１
、０
０
０
円

　

70
歳
〜
74
歳
…
３
０
０
円

　

 （
非
課
税
世
帯
の
方
、
生
活
保
護

受
給
の
方
、
75
歳
以
上
の
方
は
無

料
で
す
）

　

中
里
・
小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
来

て
い
た
だ
き
、
料
金
を
添
え
て
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
＊
直
接
医
療
機
関

を
受
診
す
る
と
全
額
自
己
負
担
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
合
せ
先
】

 

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
57
）３
９
２
０

 

小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）３
７
４
８

　

運
動
を
は
じ
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
方
、
運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
、
一
緒
に
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

興
味
の
あ
る

方
、
一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【 

と
き
】
５
月
24
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分 

毎
月
１
回
〜
２
回
程
度

【
と
こ
ろ
】
中
央
公
民
館

【
講
師
】
健
康
運
動
指
導
士

【 

内
容
】
ス
ト
レ
ッ
チ
・
体
力
・
バ

ラ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の
運
動
等

【 

対
象
】
町
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
持

病
で
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に

確
認
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
申
込
み
先
】

 

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
57
）３
９
２
０

（
W
H
O
）が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ

ー
」
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
始
ま
る
１
週

間
は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
「
禁

煙
週
間
」
で
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
ご
自
分
の

健
康
や
家
族
の
健
康
の
た
め
に
、
た

ば
こ
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
い

て
も
た
ば
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
「
ニ

コ
チ
ン
」
に
は
依
存
性
が
あ
り
、
や

め
よ
う
と
し
て
も
自
分
の
意
思
で
は

な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
た
め
吸
い

続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

今
は
医
療
機
関
で
禁
煙
治
療（
保

険
適
用
）が
で
き
ま
す
。
町
内
で
は
、

小
泊
診
療
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
31
日
は
、
世
界
保
健
機
構

こころの相談を実施しています

　不眠、憂うつ、人間関係がうまくいかずノイロ

ーゼ気味、お年寄りのひどい物忘れなどの悩みを

お持ちの方、お気軽にご相談ください。

相 談 日……毎月第2金曜日　13：00～14：00

相談担当……精神科医師・精神保健福祉相談員

相談場所…… 西北地域県民局地域健康福祉部（五

所川原保健所）

お問合せ先… 西北地域県民局地域健康福祉部保健

総室（五所川原保健所）

　　　　　　健康増進課・精神保健担当

　　　　　　　（☎ 34－2108、FAX 34－7516）

月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日 14 11 9 13 10 8 12 10 14 18 11

五所川原保健所
からのお知らせ

一
緒
�
体
�
動
�
�

�
�
�
�
�
�
？

５
月
31
日
は

「
世
界
禁
煙
デ
ー
」

５
月
31
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
は

「
禁
煙
週
間
」

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
の
個
別
検
診

を
行
�
て
い
ま
す

子
宮
が
ん

乳 

が 

ん

■
両
が
ん
検
診
の
お
申
込
み
方
法
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◆
春
の
企
画
展

「「
記
念
切
手
」か
ら
覗
く
世
界

〜
花
鳥
風
月
か
ら
宇
宙
ま
で
〜
」

好
評
開
催
中
!

　
「
花
鳥
風
月
」「
名
勝
」「
芸
術
文
化
」

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
宇
宙
」
な
ど
、

地
域
・
時
代
・
文
化
・
イ
ベ
ン
ト
ほ

か
の
要
素
が
、
数
セ
ン
チ
角
の
キ
ャ

ン
バ
ス
に
凝
縮
さ
れ
た「
記
念
切
手
」。

古
来
、
収
集
家
の
関
心
を
惹
き
つ
け

て
や
ま
な
い
国
内
外
の「
記
念
切
手
」

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し
、
切
手

と
い
う
小
窓
か
ら
見
え
る
世
界
・
時

代
と
切
手
収
集
趣
味（
郵
趣
）に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

日
時
…
６
月
27
日
ま
で 

午
前
９
時

〜
午
後
４
時
45
分
／
休
館
日
…
毎
週

月
曜
・
第
４
木
曜
・
祝
日（
５
／
４

は
開
館
）／
入
館
料
…
通
常
料
金（
一

般
２
０
０
円
、
高
校
・
学
生
１
０
０

円
、
小
・
中
学
生
５
０
円
）／
お
問

合
せ
☎（
69
）１
１
１
１

◆
博
物
館
た
ん
け
ん
隊
開
催
中
!

　

今
年
度
た
ん
け
ん
隊
が
始
ま
り
ま

し
た
。
作
る
・
遊
ぶ
・
学
ぶ
体
験
、

放
課
後
や
土
日
は
博
物
館
に
集
合
！

平
日
午
後
２
時
〜
５
時
／
土
日
午
前

９
時
30
分
〜
12
時
30
分
／
参
加
無
料
。

開
催
日
時
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
博
物
館
前
の
掲
示
板

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

吉
田
松
陰
遊
賞
之
碑（
平
成
４
年
）

今
泉
十
三
湖
岸
公
園

　

嘉か

永え
い

四
年（
一
八
五
一
）一
二
月
一

四
日
、
二
二
歳
の
吉
田
松
陰
は
江
戸

の
長
州
藩
邸
よ
り
出し

ゅ
っ
ぽ
ん奔し
、
熊
本
藩

宮み
や

部べ

鼎て
い

三ぞ
う

と
と
も
に
東
北
歴
遊
の
旅

に
つ
い
た
。

　

翌
嘉
永
五
年
三
月
三
日
板
柳
、
鶴

田
を
経
て
五
所
川
原
、
田
川
で
岩
木

川
を
渡
り
左
岸
を
北
上
、
神
原
で
ふ

た
た
び
岩
木
川
を
渡
り
、
富
野
を
経

て
中
里
に
宿
泊
し
た
。

　

翌
四
日
今
泉
を
経
て
、
小
泊
に
宿

泊
。
五
日
小
泊
砲
台
を
経
て
、
傾か

た
がり

石
よ
り
弘
前
藩
に
よ
っ
て
通
行
が
禁

じ
ら
れ
て
い
た
算さ

ん

用よ
う

師し

峠（
現
在「
み

ち
の
く
松
陰
道
」
と
し
て
整
備
）を

越
え
て
三
厩
に
到
る
。

　

そ
の
後
、
平
舘
か
ら
船
に
乗
っ
て

青
森
に
入
り
、
黒
石
藩
領
平
内
・
南

部
藩
領
を
経
て
、
四
月
一
〇
日
長
州

藩
邸
に
帰
着
し
た
。

　

松
陰
の
東
北
巡
遊
の
目
的
は
、
各

地
の
志
士
と
交
わ
っ
て
国
事
を
談
し
、

民
情
を
視
察
し
、
と
く
に
津
軽
半
島

に
出
没
す
る
外
国
船
に
対
す
る
防
備

の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

風
景
を
楽
し
む
余
裕
は
無
き
に
等
し

か
っ
た
が
、
紀
行
『
東
北
遊
日
記
』

に
は
次
の
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
今
泉
・
合
津
を
経
、
十
三
潟
の
辺

を
過
ぎ
て
小
山
を
越
ゆ
。
山
は
潟
に

臨
み
て
岩
城
山
に
対
し
、
真
に
好
風

景
な
り
。」 

　

昭
和
六
年（
一
九
三
一
）地
域
の
有

志
に
よ
っ
て
、
十
三
湖
畔
の
旧
小
泊

道
と
国
道
三
三
九
号
線
の
分
岐
点
に
、

松
陰
の
来
遊
を
記
念
し
た
碑
が
建
立

さ
れ
た
。
題
字
は
徳と

く

冨と
み

蘇そ

峰ほ
う

揮き

毫ご
う

に

よ
る
。
初
代
碑
は
、
昭
和
三
〇
年
代

道
路
拡
張
工
事
中
に
倒
壊
破
損
、
遺

棄
さ
れ
た（
そ
の
後
佐
藤
慶
治
に
よ

っ
て
修
復
さ
れ
、
相
内
蓮れ

ん

華げ

庵あ
ん

に
建

立
さ
れ
た
）。
風
化
が
進
ん
だ
二
代

目
碑（
昭
和
三
九
年
再
建
）に
か
わ
っ

て
平
成
四
年（
一
九
九
二
）建
立
さ
れ

た
の
が
、
現
在
今
泉
十
三
湖
岸
公
園

内
に
建
つ
三
代
目
の
碑
で
あ
る
。
同

碑
は
、
初
代
の
碑
を
忠
実
に
復
元
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
石
材
は
黒
御み

影か
げ

に
変
更
さ
れ
、
建
立
地
点
も
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
程
南
側
の
現
地
点
に
移
動

し
て
い
る
。

小
泊
築
港
記
念
碑（
大
正
12
年
？
）

小
泊
漁
協
横

　

小
泊
湾
は
、
中
近
世
か
ら
松
前
渡

航
地
あ
る
い
は
北
前
船
の
寄
港
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、「
大お

お

澗ま

」・

「
水み

ず
の
ま澗
」
な
ど
自
然
地
形
を
利
用
し

た
天
然
の
錨び

ょ
う
ち地
が
あ
る
に
過
ぎ
ず
、

防
波
堤
な
ど
の
港
湾
設
備
が
な
か
っ

た
た
め
、
と
く
に
北
西
の
季
節
風
が

吹
き
荒
れ
る
冬
季
に
船
を
繋け

い
り
ゅ
う留す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
か
つ

て
大
漁
に
沸わ

い
た
鰊に

し
んも
大
正
以
降
は

不
漁
が
続
き
、
沖
合
の
新
た
な
漁
場

開
拓
が
要
請
さ
れ
た
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
大
型
動
力
船
の
導
入
な
ら
び

に
当
該
船
の
繋
留
機
能
を
も
っ
た
港

湾
の
整
備
が
前
提
で
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
中
、近
代
的
な
避
難
港
・

漁
港
整
備
を
目
指
し
て
、
港
湾
の
修

築
事
業
を
推
進
し
た
の
が
、
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
小
泊
村
長
な

ら
び
に
小
泊
港
修
築
期
成
同
盟
会
会

長
を
務
め
た
三
代
目
秋
元
金
四
郎
で

あ
る
。

　

秋
元
ら
の
修
築
工
事
着
工
運
動
が

功
を
奏
し
、
大
正
一
一
年（
一
九
二

一
）二
月
第
一
期
工
事
が
起
工
さ
れ
、

翌
一
二
年
八
月
に
は
無
事
竣
工
を
迎

え
る
に
至
っ
た
。

　

築
港
工
事
は
、
水
澗
地
区
に
防
波

堤
・
護
岸
石
垣
を
築
く
と
と
も
に
、

港
内
を
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫し
、
水
深
を
確
保
す
る

手
法
が
採
ら
れ
た
。
竣
工
後
は
10
〜

20
ト
ン
ク
ラ
ス
の
大
型
動
力
船
が
入

港
・
接
岸
可
能
と
な
り
、
小
泊
地
域

に
お
け
る
漁
業
の
近
代
化
が
一
気
に

促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

築
港
記
念
碑
は
、
当
初
小
泊
港
寄

り
に
建
立
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
五
年

（
一
九
八
〇
）現
在
の
小
泊
漁
協
敷
地

内
に
移
転
さ
れ
た
。
建
立
月
日
に
つ

い
て
は
、
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
た
大

正
一
二
年
と
推
定
さ
れ
る
。

博
物
館
�
�

 
�
�
知
�
�
VOL.11

中
泊
石
碑
�
�
�
�
��
＃
１
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４
月
12
日
㈪
か
ら
４
月
18
日
㈰

の
７
日
間
、
春
の
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
里
地
域
で
は
４
月
12
日
㈪
、

小
泊
地
域
で
は
４
月
13
日
㈫
に
、

消
防
団
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
消

防
車
が
参
加
し
火
災
予
防
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、

突
然
強
風
が
吹
く
こ
と
も
多
く
、

た
き
火
の
飛
び
火
な
ど
に
よ
り
火

災
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
ラ
イ

タ
ー
に
よ
る
火
遊
び
が
原
因
で
、

い
た
た
ま
れ
な
い
事
故
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
た
き
火
や
た
ば
こ
の

後
始
末
な
ど
、
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
ラ
イ
タ
ー
を
子
ど

も
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な

い
な
ど
、
防
火
へ
の
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

３
月
29
日
㈪
か
ら
小
泊
消
防
署

が
旧
幼
稚
園
に
移
転
し
ま
し
た
。

旧
消
防
署
で
は
、
夜
間
に
急
病
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
、
直
接
駆
け
つ

け
る
住
民
も
多
く
、
鍵
を
か
け
て

い
な
か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
玄
関

か
ら
入
っ
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

新
し
い
消
防
署
で
は
、
夜
間
は
防

犯
対
策
の
た
め
玄
関
に
鍵
を
か
け

て
い
ま
す
。
夜
間
に
駆
け
つ
け
る

場
合
は
、
玄
関
風
除
室
に
設
置
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
し
、

用
件
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
１
９
番
通
報
時
や
、

小
泊
消
防
署
通
報
時
に
、
氏
名
・

電
話
番
号
・
住
所
等
を
聞
い
て
い

ま
す
が
、
世
帯
主
が
変
わ
っ
た
り
、

貸
家
な
ど
で
消
防
署
で
把
握
し
て

い
る
氏
名
と
一
致
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
現
場
を
間
違
え

な
い
よ
う
現
場
目
標
と
な
る
建
物

や
、
商
店
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
慌
て
な
い
で
教
え
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
は
、
県
民
の
皆
様
か

ら
納
付
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
貴
重
な
財
源

で
す
。

　

県
で
は
、
個
人
住
民
税
の
収
入
確

保
を
図
る
た
め
、「
徴
収
確
保
総
合

対
策
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
個
人
住

民
税
な
ど
市
町
村
税
は
、
県
と
市
町

村
職
員
の
相
互
併
任
に
よ
る
「
徴
収

支
援
チ
ー
ム
」
が
、
納
税
催
告
か
ら

差
押
・
公
売
等
の
滞
納
整
理
を
行
う

ほ
か
、
納
期
限
か
ら
長
期
間
経
過
し

た
個
人
住
民
税
は
、
市
町
村
か
ら
徴

収
権
の
引
継
を
受
け
て
、
県
が
主
体

と
な
っ
て
滞
納
整
理
を
実
施
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し

ょ
う
。
納
付
で
き
な
い
や
む
を
得
な

い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
納
税

担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

 

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管

理
課　
☎（
34
）３
１
４
１

〈
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
の
趣
旨
〉

　

中
泊
町
管
内
の
小
・
中
学
校
に
対

す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
の
贈
呈
を
と

お
し
、
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
を
支

援
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所
…
６
月
19
日
㈯

　
　

ナ
ク
ア
白
神
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

参 

加
費
…
４
千
円（
参
加
料
３
千
円
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
千
円
）

プ
レ
ー
代
…
各
自
負
担
。

募 

集
定
員
…
1
0
0
名
程
度（
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

お 

申
込
先
…
中
泊
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ

ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

　

 （
お
申
込
み
は
次
の
い
ず
れ
か
の

事
務
局
に
お
願
い
し
ま
す
）

◆ 

鴬
栄
ゴ
ル
フ
会
事
務
局 

㈱
み
ち
の
く
銀

　

行
中
里
支
店 

白
戸 

☎（
57
）２
２
３
１

◆ 

青
い
森
信
用
金
庫
中
里
支
店

　

信
友
会　

加
藤 

☎（
57
）２
３
２
６

◆
中
泊
町
建
設
業
協
会　

白
川

　
☎（
57
）２
２
６
４

　６月27日㈰ 開場：午後１時30分　　　　
 開演：午後２時30分　　　　
　ふるさと交流圏民センター（オルテンシア）
　入場は無料ですが、整理券が必要です。整理券が町
に50枚きておりますので、ご希望の方は以下の窓口
へおいでください。（電話等でのお申込みはできません）
　■中泊町役場総務課窓口　　■小泊支所窓口
　※ 整理券は先着順で配布しますので、なくなり次第

終了させていただきます。
【コンサートのお問合せ】
　西北五地区自衛隊募集事務連絡協議会事務局
　（五所川原市役所市民課内） ☎35－2111（内線2310）

◆
中
泊
町
商
工
会　

桜
田

☎（
57
）２
７
３
３

◆ 

中
泊
町
役
場
ゴ
ル
フ
同

好
会　

会
計
課
内　

古

川　

 

☎（
57
）２
１
１
１

申
込
期
限
…
５
月
31
日
㈪

団 
体
戦
…
１
チ
ー
ム
４
人

で
何
チ
ー
ム
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ま
た
、
上

記
所
属
ク
ラ
ブ
等
に
限

ら
ず
仲
間
同
士
の
チ
ー

ム
編
成
で
も
可
能
で
す
。

（
町
内
外
問
わ
ず
）

　

 　

詳
細
、
組
合
せ
等
は

後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
泊
消
防
署
の

移
転
に
伴
う
注
意
事
項

徴
収
支
援
チ
ー
ム
・
徴

収
引
継
に
つ
い
て（
県
の

徴
収
対
策
の
取
組
紹
介
）

第
�
回 

中
泊
町
�
�
�
�

�
�
�
�
大
会
参
加
者
募
集

春
の
火
災
予
防
運
動
実
施

火
災
予
防
パ
レ
�
ド
が
行
わ
れ
る

火災予防パレード

陸上自衛隊第９音楽隊コンサート

５月17日㈪から整理券を配布します
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大　

澤　
　
　

保 

（
若
葉
町
）

　

今　

井　

裕　

美 

（
石
狩
市
）

坂　

田　

豊　

重 

81 

（
宮　

川
）

荒　

関　

勝　

光 

63 

（
尾　

別
）

佐
々
木　

ヤ　

サ 

89 

（
富　

野
）

三　

上　

ト　

シ 

91 

（
芦　

野
）

佐　

藤　

元　

昭 

39 

（
長　

泥
）

三　

上　

キ
ヨ
シ 

93 

（
五　

林
）

加　

藤　

兼　

美 

86 

（
向
町
上
）

米　

塚　

勝　

文 

83 

（
向
町
上
）

松　

谷　

政
太
郎 

77 

（
深
郷
田
下
）

原　

子　

福　

蔵 

81 

（
下
高
根
）

成　

田　

ア　

子 

96 

（
五　

林
）

濱　

野　

賢　

藏 

80 

（
折　

戸
）

長
谷
川　

か　

つ 

84 

（
新
町
一
）

磯　

野　

繁　

一 

84 

（
下
前
浜
）

田　

村　

昭　

二 

80 

（
若
葉
町
）

成　

田　

民　

雄 

84 

（
下
前
浜
）

長
谷
川　

い　

よ 

76 

（
新
町
一
）

成　

田　

は
ち
江 

82 

（
花
丘
町
）

16 日

17 月 ７：00～８：30
胃 がん・大腸がん・肺がん・前立腺が
ん検診特定健診（小泊保健センター）

18 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

19 水
７：00～８：30

９：00～14：00

９：00～14：00

胃 がん・大腸がん・肺がん・前立腺が
ん検診特定健診（小泊保健センター）

なんでも行政相談（役場相談室）
心配ごと相談（すくすくしたまえ館）

20 木 ７：00～８：30
胃 がん・大腸がん・肺がん・前立腺が
ん検診特定健診（小泊保健センター）

21 金 ７：00～８：30
胃 がん・大腸がん・肺がん・前立腺が
ん検診特定健診（すくすくしたまえ館）

22 土
23 日
24 月 10：00～11：30 運動支援事業（中央公民館）

25 火 ９：00～12：00

13：00～13：30

北光寿大学（すくすくしたまえ館）
ポリオ生ワクチン投与（中里保健センター）

26 水
８：30～15：00

９：00～14：00

13：00～14：00

15：00～16：00

ふれあい楽習室（すくすくしたまえ館）
心配ごと相談（役場相談室）
健康相談（小泊保健センター）
健康相談（すくすくしたまえ館）

27 木 13：00～ 乳児健診（中里保健センター）

28 金 10：00～ 機能訓練教室（中里保健センター）
29 土
30 日

31 月 10：00～11：30

13：00～16：00

献血（JAつがるにしきた武田支店）
献血（中里ショッピングタウンベル）

5　月

1 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

2 水

3 木

4 金 ９：00～14：00
心 配ごと特設合同相談（中央公民館・
日本海漁火センター）

5 土

6 日 小泊地区こども会廃品回収

7 月

8 火 ７：45～17：00

15：00～17：00

北光寿大学（古代ローマ帝国の遺産鑑賞）
運動継続支援事業（体育センター）

9 水 ９：00～14：00 心配ごと相談（役場相談室）

10 木 12：30～ １歳６か月児健診（中里保健センター）

11 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

12 土

13 日

14 月 10：00～11：30 運動支援事業（中央公民館）

15 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

6　月

（
３
月
届
出
分
）

今
本　

瑛え
い

斗と 

（
男
・
孝
行
） 

今
泉
上

加
賀
美
明あ

妙み 

（
女
・ 

信 

） 

宮　

川

工
藤　

玲れ

奈な 

（
女
・
貴
之
） 

長　

泥

木
元　

咲さ

希き 

（
女
・ 

剛 

） 

田
茂
木

山
田　

悠ゆ
う

斗と 

（
男
・ 

怜 

） 

今
泉
上

大
石　

瑛え
い

太た（
男
・
章
博
）深
郷
田
下

角
田　

温あ
つ

季き 

（
男
・
宏
智
） 

派　

立

　

廣　

海　

裕　

也 

（
今
泉
上
）

　

成　

田　

弥　

生 

（
つ
が
る
市
）

　

佐　

藤　

文　

俊 

（
長　

泥
）

　

久　

野　

絢　

子 

（
十
和
田
市
）

　

内　

海　

幸　

雄 

（
派
立
下
）

　

村　

主　

朋　

香 

（
宮
城
県
）

　

野　

上　

直　

樹 

（
下
高
根
）

　

盛　
　
　

育　

子 

（
つ
が
る
市
）

　

大　

石　

祐　

一 

（
深
郷
田
下
）

　

笹　

森　

由
季
子 

（
弘
前
市
）

　

角　

田　

祐　

介（
五
所
川
原
市
）

　

秋　

元　

憲　

美 

（
薄
市
上
）

　

笹　

山　
　
　

薫 

（
若
葉
町
）

　

竹　

内　

鈴　

賀（
五
所
川
原
市
）

　

本　

堂　

夕　

介 

（
青
森
市
）

　

長
谷
川　

基　

子 

（
派　

立
）

３月末現在（前月比）

人　口 13,548人（－65）
　男　 6,429人（－39）
　女　 7,119人（－26）
世帯数 5,159戸（－12）
出生　７  ／  死亡　22
転入　42  ／  転出　92

人のうごき

（

月
届
出
分
）

人のうごき

戸
籍
の
窓
口

��������

�
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　地区の無病息災や五穀豊穣などを祈る神事は、町の中でも
各地区で古くから行われており、その中でも一番大きなもの
が「例大祭」と呼ばれるものだそうです。
　今泉地区では、４月16日㈮に今泉神明宮で、恒例の例大
祭と神楽奉納が行われていました。八幡宮の松橋宮司が神官
を務め、太鼓の音ともに例大祭がスタート。例大祭には地区
の住民たちが参加し、祝詞、玉串奉納と厳かに進みました。
　例大祭の後半には神楽の奉納が行われ、神楽の奉納では必
ず最初に演じられる「神入舞」が舞われます。この舞は祓い
清める意味が込められているそうです。最後は「王納（てん
のう）の舞」が舞われ、堅い葦ガヤでつくられた５本の破魔
矢を、弓で次々と天井に打ち込み、魔を祓いました。

　津軽鉄道津軽中里駅で４月25日㈰、春まつり
が開催されました。
　この春まつりを企画したのは、町に生まれた
ばかりの地域づくり団体「起きて夢見る会」です。
　「この町のために何かできないか」という思
いから設立された同会ですが、まず何かをやっ

てみようということで、観光客の玄関口となる津軽中里駅でこのよ
うなイベントを開催しました。
　当日は風の強いあいにくの日でしたが、駅前ににぎわいをとさま
ざまな催しを開催。駅舎内では地元物産品の販売や金多豆蔵人形劇
が行われ、また外ではイカ釣りも行われました。この日のイカは特
に活きがよかったみたいで、ご覧のとおり潮をかけられた方もいる
ほどでした。
　この日の駅は、スタッフの盛り上げもあって、普段とは違ったに
ぎわいを見せていました。このイベントに先立ち、前日には同会が
駅前周辺の美化活動も行っています。

　わかめの旬といえば、春をおいてほかにはあり
ません。
　小泊地域の海岸では今、春わかめ捕りの真っ最
中です。
　春のわかめはシャキっと歯ごたえがあり、味噌
汁に入れると何ともいえないおいしさがあります。
　このわかめ捕りは、7月頃まで行われているそ
うです。

地区の安穏平和を祈る恒例行事

春神楽を今泉神明宮で開催

春たけなわ 各地で春の行事

「起きて夢見る会」が主催

津鉄中里駅の春まつり開催

　わかめの旬といえば、春をおいてほかにはあり
春の味覚 春わかめ捕り

広
報 

な
か
ど
ま
り 

５
月
号

発
行
／
青
森
県
北
津
軽
郡
中
泊
町　

中
泊
町
役
場　

編
集
／
企
画
調
整
課　

☎
０
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７
３

－
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－

２
１
１
１ 

内
線
２
４
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